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輸 文 内 容 の 要 旨

1)熱帯域,温帯域に位置する湖沼に比べ,亜熱帯域の湖沼に関する陸水学的研究は極めて少なく,湖沼の物理,化学,

生物学的要素の時空間的 (季節性,鉛直構造)変動特性に関する情報は乏しい｡

本研究では,ネパールのポカラ渓谷にある亜熱帯湖沼-フユワ,ペグナス,ルパ3湖一において,物理的 (水温,水中の

光環境),化学的 (溶存酸素,pH,栄養塩,懸濁体炭素 ･窒素 ･リン),生物学的 (クロロフィル量,植物プランクトンの有

機物生産速度,動植物プランクトンの種組成)諸量の鉛直構造の季節変化を月1回の頻度で1993年-1997年の5年間にわた

り調査研究を行い,その結果から亜熱帯湖沼の陸水学的特性を明らかにした｡

水温は12℃-29oCの範囲で季節変動し,日射量の増大する4月-9月にかけて水温躍層が形成されるが,10月-3月には

水の鉛直循環が起こり,水温の鉛直差がなくなるといった典型的な年1回循環型 (monomictic)の湖であることを検証し

た｡水温の成層期には探水屑は無酸素の環境になり,栄養塩のうちアンモニア態窒素濃度の著しい増加が見られた｡懸濁態

炭素 (pC):窒素 (PN):リン(PP)比のうち,PC:PP比は,Redfieldratioに比べ著しく高い値を示し,ポカラの湖沼

は概してリン律速の湖沼であることを示唆した｡植物プランクトンの年間純生産量はかろうじて正の値を示したが,将来こ

れらの湖沼は独立栄養から従属栄養型に移行ずる可能性を示唆した｡クロロフィル量と植物プランクトン組成の季節変動パ

ターンは温帯湖のそれらに類似していることを明らかにした｡

2)ポカラの湖沼では,天然の動植物プランクトンを餌としてプランクトン食魚の湖内桐生賛養殖を行っている｡ プラン

クトン食魚の成長に及ぼす湖の物理 ･化学的要因と動植物プランクトンの質的 ･量的影響を調べる目的で,-クレンとコク

レンを材料に上述の3湖沼において桐生葦養殖を1994年8月-1995年 12月まで行い,各月の成長速度と湖沼の物理 ･化

学 ･生物学的要因を対比,解析した｡水温が16℃以下に低下すると成長はマイナスとなり,成長速度は,温度に強く依存す

ることを明らかにした｡両魚種とも,成長速度は出現する植物プランクトンの種に依存し,餌の量に加え質的評価が重要で

あることを指摘した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

I.ネパールのポカラ渓谷にある亜熱帯3湖沼において,物理的 (水温,水中の光環境),化学的 (溶存酸素,PH,栄養塩,

懸満態炭素 ･窒素 ･リン)及び生物学的 (クロロフィル量,植物プランクトンの基礎生産,動 ･植物プランクトン組成)請

量を月1回の頻度で1993-1997年にわたり調査研究を行い,情報の極めて少ない亜熱帯湖沼の陸水学的特性を明らかにし

た ｡

5年間にわたって得られた膨大なデータから,ポカラの湖沼は,①リン律速の湖沼,②水温成層期には無酸素層の出現,
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③生物過程を通しての酸素の年間収支から近い将来,独立栄養的から従属栄養的湖沼に移行する可能性等を指摘し,漁業,

観光資源,農業用水,飲料水源と多目的利用されている湖沼の保全策を立てる上での貴重な基礎研究として評価した｡更に,

得られた諸量の季節的変動パターンは熱帯湖より温帯湖のそれに似た特徴を示すことを明らかにしたことは,陸水学的に新

しい知見であり高く評価された｡

ⅠⅠ.ポカラの湖沼では,天然の動 ･植物プランクトンのみを餌としたプランクトン食魚の湖内桐生箕養殖を行い,貴重な動

物蛋白質源としている｡プランクトン食魚--クレン及びコクレンーを用い,上述の3湖沼において桐生葦養殖を17ヶ月間

行い,それそれの成長速度に及ぼす湖沼の物理 ･化学 ･生物学的諸量の影響を調べた｡両魚種の成長速度は,①天然餌量の

多少に拘らず,水温が16℃以下では負の値を示すこと,② 16℃以上では,プランクトンの量に加え,出現する種に依存す

るという質的評価の重要性を指摘した｡これまでの経験に依存した湖内桐生葦養殖に科学的知見を加え,養殖の管理に大き

く貢献したことは大きく評価される｡

申請論文は,ネパールの湖沼の保全,水産業の管理といった社会的問題の解決に不可欠な基礎研究であり,かっ陸水学に

おいて情報の極めて少ない亜熱帯湖沼の特徴を明らかにしたことは理学博士論文として充分な内容であると判断した｡

平成11年 11月30日論文内容及び学識確認のため,生態学,陸水学及び魚類生理学に関連した口頭試問を行った結果合格

と認めた｡
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